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稀薄 合金 の強磁性

金 徳 洲

最 近パ ラジウムに 0.1%程度の鉄 または コバ}L,トをとか した合金が強磁性

にをることがわか t)､ 中性子回折でこの強磁性の本質について調べ られたO

それ隼よると強磁性磁化は磁気的不純物質原子の近傍 にだけ集中 してい るので

は を く､ ほぼ一一億に子牛ろかワてい るQ そこで我々は これ らの稀薄 合金の葛磁性

の荷い手は伝導電子であると考 えるOそのために不純物上の局在 ス ピンと伝導

電子との間の凝互作用が伝導電子間の反額カを与えることを示す｡電子格子相

互 作用か ら電子問の引力を導い たBardeen-Pinesの方法 にを らうのであるO

純粋 をきまでは電子問クロー ン相互作用が弱 くて強磁性にをれをかった金属が

この附け加わった反辱力のおかげで強磁性にを りえることを示すo

二次相転移に伴 うd-m amiCalanonRly

富 田 和 久

天恵 は世話か ら与え られ た ものであるが,ここではfleisenbergス ピン系

における転移点近傍に限 り､筆者遍興味を もっこつの題 目について述べ よう0

-435≠L.


